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横補剛材省略工法は床スラブの拘束効果を活用して梁の横補剛を省略する工法です。
ハイパービーム（外法一定H形鋼）との組合せによって、梁の軽量化と鉄骨製作・建方の省力化を実現することができます。

ハイパービーム®× 横補剛材省略工法のメリット
• 横補剛部材の省略：現実的な梁スパンの範囲で横補剛材を省略可能
• 接合部の簡素化：大梁 ─ 小梁接合部は小梁からのせん断力のみで設計可能
• 鋼材量の削減：ハイパービームへの置換による鋼材量削減

×
ハイパービーム® 横補剛材省略工法

（GBRC性能証明第14-12号改2、特許第6340276号 他）
※横補剛材省略工法は、日本製鉄株式会社と大和ハウス工業株式会社の共同開発工法です。

横補剛材省略による製作部材・接合箇所の削減
および小梁接合部の簡素化と、

ハイパービーム®利用を含む鋼材量削減

物流倉庫への適用例

鋼材重量 部材数

環境にやさしく・持続的早く・経済的梁・床構造 使いやすく・確実

ハイパービーム®×横補剛材省略工法
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